
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年 ３月発行 

浜松まちづくり推進センター通信 人と地域を応援します！ 

浜松市では、中心市街地のにぎわい創出を目的

として、道路や公園などの公共空間の利活用を積極

的に進めています。今回は、浜松市とともに当公社

でも取組んでいる２つの公共空間の利活用の事例を

紹介します。 

■浜松駅北口地下広場の利活用 

浜松駅北口地下広場（バスターミナル地下広場）

は「浜松駅周辺土地区画整理事業」（昭和４５～昭和

６３年度）により整備された浜松駅前広場・バスター

ミナル等施設の一部で、現在では、浜松市・バス事

業者・JR 東海・警察等と連携を保ちながら浜松まち

づくり公社が一体的に管理運営を行っています。 

平成２７年８月よりイベントや店舗を開きやすいよ

う規制緩和により道路区域から除外し、浜松駅北口

地下広場等活性会（浜松まちづくり公社、浜松まちな

かにぎわい協議会）が一括して借上げ、イベントや

物販飲食などの場として貸出しを行っています。 

歩行者の通路を確保した上で、全面または一部を

午前、午後、夜間の区分で利用できます。 

これまで、学生によるカフェ、インドネシア料理など

の飲食、アルプホルンコンサート、やらまいかミュー

ジックフェスティバル、OK ステージなどの演奏会場、

地域の物産展や朝市など各種商品の試供・販売等

多種多様な用途で利活用されています。 

 

アルプホルンコンサート 

公共空間を使って、まちににぎわいを！ 
-浜松駅北口地下広場・アクト通りふれあいデイ- 

学生によるカフェ 物販 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アクト通りの利活用 

アクト通りは「東地区土地区画整理事業」（昭和６２～平成２０年度）により整備された南北約 800m の道路

で、道路の幅員は 40m、中央分離帯の幅だけでも 18m あるシンボル道路です。街路樹も多く、ゆとりのある歩

行者空間が確保されており、真ん中のロータリーや隣接するふれあい公園と合わせて、様々なイベント開催に

対応できるようになっています。これまでも年間数回の大きなイベント会場として活用されてきましたが、さらな

る利活用によるまちの活性化が期待されていました。 

平成２６年１１月浜松市の呼びかけで集まった地元の自治会やまちづくり組織であるアクト地区街づくり会

議、静岡文化芸術大学、浜松まちづくり公社が、「アクト通り利活用検討会議」を繰り返し、平成２７年２月、ア

クト通り利活用検討会議に集まったメンバーが、アクト通りのあり方や利活用を推進することで、アクト通りを地

域に根ざした魅力ある公共空間とする目的に賛同し「アクト通り利活用事業実行委員会」が編成され、事務局

を浜松まちづくり公社が担っています。 

実行委員会では、アクト通りの特徴や現状の利用内容、花壇の維持管理方法等も検討した中で、先ずは実

行委員が各自の役割を果たしながらできる事から始めていこうと、平成２６年１２月～平成２７年３月に浜松市

が朝市グループの協力を得て、月に一回開催していた朝市イベント「アクト通りふれあいデイ」を継続して運営

していくことを決定しました。 

実行委員会は、賑わい創出や地域住民の交流の場づくりを目的に、平成２７年４月「第４回アクト通りふれ

あいデイ」を主催し平成３０年３月第４０回の開催を迎えました。約３０店舗の新鮮な野菜や果物、お花、お茶、

雑貨等の販売や、手作り体験の他にも、サックス生演奏や獅子舞、抽選会や出世大名家康くんの登場等、ふ

れあいデイに集う皆さんに楽しんでいただけるよう、アクト通りの良い景観を活かした季節のお楽しみイベント

も企画しています。 

また、地域事業者は駐車場の貸し出しやＰＲ等に、出店者や参加団体は抽選会の賞品提供やアイディアの

提案、学生グループはワークショップの開催等それぞれが協力しあい開催しています。 

これからの課題として、協力スタッフの参加募集、資金調達の方法、地域住民や近隣組織との連携の充実

等が挙げられますが、開催を継続し解決策など検討しながら課題の解決を目指しています。 

平成３０年度 

アクト通りふれあいデイ開催日 

〈毎月第３日曜日 

９時～１２時〉               

           ※雨天中止 

平成 30 年 

4/15 、 5/20 、 6/17 、

7/15 、 8/19 、 9/16 、

10/21、11/18、12/16、 

平成 31 年 

1/20、2/17、3/17 
 

アクト通り歩道の街路樹 

（メタセコイヤ）の緑の中で開催 

文芸大学生によるワークショップ。 

夏季は涼を求めて地下道でも開催 

地域のお仲間「トキバン」の 

サックス生演奏♪ 



井伊谷小学校４年生 

平成 30 年 1 月 29 日 

 

伎倍小学校６年生 

平成 29 年 6 月 5 日 

西都台小学校４年生 

平成 30 年 2 月 9 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり学習 「まち」について考えてみよう！ 

— 私たちのまちが○○なまちになったらいいな ー 

平成２９年度、浜松市立伎倍小学校 6 年生、井伊谷小学校 4 年生、西都台小学校 4 年生の総合的な学習の

時間にお伺いし、まちづくり学習『「まち」について考えてみよう！』を行いました。 

各小学校区域では、それぞれ貴布祢北部、井伊谷、西都土地区画整理事業が施行されており、地区の子ど

もたちが通っていますので、施行前の当時のまちの状況などを調べ、色々な人たちの想いや協力があって整備

されたことを図や写真を用いて伝えました。整備されたまちはきれいになり暮らしやすくなりましたが、整備され

たことで完成したわけではありません。「まちづくり」とは？や、「良いまち」とはどんなまちなのか？についてお

話しします。 

きれいなまち、楽しいまち、やさしいまちについて、学校の樹木、周辺の緑地や竹林の手入れなど地域の人

達が行っている事や、地域で取組んでいるまちづくり活動の事例を紹介します。 

まちづくりについて考える時、まちにはいろいろな人々が暮らしていること。誰もが安心して暮らすためにユニ

バーサルデザインの考え方や「心のユニバーサルデザイン（思いやりの心）」を大切にすることなど、子どもたち

自身や周りの身近な人たちを思い、自分一人でできること、友達と一緒になってできること等について考える機

会です。 

座学でまちの成り立ちや特徴を知り、ワークショップ『私たちのまちが○○なまちになったらいいな』では、将

来のまちについて考えました。最初に子どもたちは自分自身で考えます。次にグループ内で一人ずつ順番に意

見を言います。グループワークでは、他の人の発表をよく聞くこと、色々な考えの人がいることを学び、希望する

将来のまちについて話し合い、グループ毎に発表していただきました。 

「全てが№１なまち」、「誰もが満足できる町」、「どんな人でも楽しめる町」、「みんなが笑顔になれる町」、「安

心で安全に暮らせる町」になったらいいな！等いろいろなまちの姿がありました。 

子どもたちから、「公園の清掃活動をやりたいができるか？」、「まちの面積は？」、「整備費は幾ら？」などの

質問や、「昔のまちを知ってびっくりした。」、「これからゴミを見つけたら拾おうと思う。」、「自分に何かできるか

考えてみたい。」、「まちについてみんなで話しをして楽しかった。」先生から、「子供たちの新たな一面を知っ

た。」、「難しいかもと思っていたが一生懸命に取組む姿を見られて良かった。」、「地域について知ることができ

て良かった。」などの感想をいただきました。 

最後に、「皆が思い描いた理想のまちを実現するためにはどうしたらよいか、自分ができることは何だろうと

考えてみてください。今日の学習がまちづくりを考え参加するきっかけにつながることを願います。」と学習を終

えました。 

 

 

 

 

 

 



スーパー防犯・防災灯「レス救 SOS」 
スーパー防犯・防災灯へ広告を掲出することにより、社会貢献・地域貢献しませんか 

 

常時は、防犯灯として街の状況を写していますが、 

街中を歩行中に危険な状態に遭遇した場合、非常 

ボタンを押すと警報ブザーとランプが作動し警備会 

社へ通報されます。 

通報を受けた警備会社は、現場の画像および会 

話で状況を判断し警備員又は警察官を現場へ急行 

させ事態の対応をします。 

 

広告掲載に関するお問い合わせは   

℡フリーダイヤル  0120-014-801 

 

 

 

 

 
浜松まちづくり公社  施設管理課からのお知らせ 

家主や地域住民の不安を解消し、安心・安全で快適なまちづくりを推進するため、月に１回、空き家を

巡回し状況報告・改善提案をするサービス（有料）です。 

詳しくは、お問い合わせください。  ℡フリーダイヤル  0120-014-801 

 

浜松まちづくり公社 空き家対策まちづくり支援  

空き家見守りサービス 

浜松まちづくり推進センター通信 「New 風しんぶん」 

発行：一般財団法人 浜松まちづくり公社 

浜松まちづくり推進センター（平成３０年３月） 

〒４３０－０９２９ 

浜松市中区中央一丁目 2 番 1 号  

イーステージ浜松  オフィス棟 7 階 

ＴＥＬ：０５３－４５７－２６１４ 

ＦＡＸ：０５３－４５３－９６３３ 

Ｅメール：suisin@hamamatsu-machi.jp 

ＵＲＬ：http://www.hamamatsu-machi.jp/center/ 


